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障害者福祉拠点における利用／支援実態と拠点間連携の研究 

-共生型地域包括ケアシステムの構築を目指して- 
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〔研究の概要〕 

 本研究では共生型地域包括ケアシステム構築に向けて，東京都の足立区と練馬区でのヒアリング調査から障害

者福祉の事業所・施設の利用と連携状況を把握し，障害者福祉の地域でのマネジメントの可視化を明らかにした。

また関東／東北４県の障害者支援施設へのアンケート調査とヒアリング調査から入居者像やニーズの特徴，地域と

の交流機会や施設間連携などを把握し，施設の重度化と地域課題への取り組み実態を明らかにした。さらにドイツ

の「多世代の家」の現地調査を行い，多世代交流や地域の実情に応じたプログラム提供の実態を明らかにした。 

 

〔研究経過および成果〕 

現在，高齢者福祉では重度の要介護状態でも住

み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで

続けられる「地域包括ケアシステム」の構築が進めら

れている。しかし人口減少で物的・人的資源が縮減す

るこれからの社会で地域密着型の支援／ケア体制を

持続するには障害者福祉の施設や事業所等（以下，

拠点）もまた地域資源として組み入れる「共生型地域

包括ケアシステム（図１）」として再構築し，高齢／障が

い／疾病等で何らかの支援やケアが必要な人たちを

包摂する必要がある。本研究では多様な支援サービ

スが提供される障害者福祉の拠点での利用／支援実

態と拠点間連携について，ドイツでの世代等によらな

い共存の場：「多世代の家」についての調査を行った。 

■■障障ががいい児児者者福福祉祉拠拠点点のの実実態態とと拠拠点点間間連連携携  

東京都の各自治体の障がい者登録者数，障がい

児・者の各福祉関連サービス事業数を収集し，各自

治体の支援ニーズと障がい「児・者」の相対的な事業

充実度を類型化した（図２）。そして最近隣選択ないし

地域内利用を越えた事業所選択や定員不足の相互

補填など，拠点間連携によるネットワークでの支援体

制構築に着目し，支援ニーズが【高・中】で，「児・者」
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の相対的な事業充実度が比較的低い足立区と練馬

区を対象として自治体／ネットワーク基点／事業所へ

のヒアリング調査を行った。足立区では中心となるセ

ンターを構えて連携等を図り，練馬区は４つのエリア

それぞれにセンターを設置し，各エリアで支援体制を

整えていた。ともに事業所間連携や利用者のマネジメ

ントの可視化が行われており，地域の支援体制を明

快とし，障がい当事者だけでなく支援者も支援しやす

い環境がつくられている。地域全体で障がい当事者

を支える環境として，区内で事業所ネットワークを構築

し，事業所間での連携を促し，区内に限らず区外の

自治体，事業所・施設間での連携が重要と考える１）。 

■■障障害害者者支支援援施施設設のの重重度度化化とと地地域域拠拠点点機機能能  

地理的条件が異なる関東地方と東北地方から「比

較的大規模な施設」の比率に着目して，比率が高い

A県（東北），C県（関東）と比率が低い b県（東北），d

県（関東）」の４県の障害者支援施設へのアンケート調

査とヒアリング調査を行った。比較的大規模施設の割

合が高い県では重度・高齢の入居者が多く，グルー

プホームへの移行が困難な状況にあると考えられる。

地域との連携・交流機会（図３）では地域の障がい児

者・高齢者を対象としたサービスや施設内外問わない

交流や高齢者への支援やこどもの居場所づくりといっ

た地域課題への取り組みがみられる。今後，地域が

抱える課題への取り組みが施設にも求められるなか

で，障がい者支援を主たる事業としながら地域の実情

に応じた拠点機能の展開が必要になると考える２）。 

 

■■ドドイイツツ「「多多世世代代のの家家」」ででのの共共存存のの場場づづくくりり  

ドイツ連邦政府が 2006 年に地域交流を促進し，誰

もが気軽に参加できる場「Mehrgenerationenhaus（以

下：多世代の家）」を開始している。約 530 事例のうち

の９事例への現地調査を行った。多世代交流だけで

なく，周辺地域の実情に応じて，世代ごと，障害者，

移民・難民，ユダヤ人家系などへの多種多様なプログ

ラムも展開されている。一例である高齢者住宅併設例

ではウィンターガーデンと呼ばれる中庭とサンルーム

（図４）で活動を行っている。日本の高齢者施設や障

害者施設にしばしば置かれている地域交流スペース

も，属性によらない共生型の地域包括ケアシステムの

一環であるプログラムとして「多世代の家」のような活

動の展開可能性が期待できると考える。 
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